































































































































































































































































































































































































































































































































1 2 3 ?一一??
本来・本来 187　（＋21） 83　（＋21） 5　（＋2） 297
　これらの語においては（第1・第2モーラに）AEVが適用される可能性はない。したがって，
アクセントの分布の説明はAEVの適用回避という要因以外のところに求めなければならないこ
とになるが，これまで見てきたケースに比べると状況が不透明である。以下においてはアクセン
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トを決める要因の1つと見られる原語アクセントの影響について考えてみたい。
　第1モーラにアクセントが置かれる語と第2モーラにアクセントが置かれる語の数は（2通りの
アクセントを持つ語を除くと）それぞれ187，83であるが，これを原語アクセントとの一一致関係に基
づいて下位区分すれば表3のようになる。fその他llは，原語アクセントが2通りあるなどの理由
により一一致・不一致を判定できないものである。
　　表3
1 2
原語アクセントに一致するもの
原語アクセントに一致しないもの
その他
164
14
　9
???
　具体例を挙げると，第1モーラにアクセントが置かれる語としては，
　　（原語アに一致するもの）ア1ニマル（anima1），ナ1チュラル（natura1），ニュ1アンス（nuance），
　　　　ピ1リオド（period），ポ1リシー（policy），メluディー（melody）
　　（原語アに一致しないもの）ア1パ’レル（apparel），べ1クレ’ル（becquerel），ポ1ラ’リス（Polaris），
　　　　モ1ノ’ラル（monaura1），レ1ブリ’一（referee）
　第2モーラにアクセントが置かれる語としては，
　　（原語アに一一致するもの）アダ1ルト（adult），イエ3ロー（yellow），イレ1プン（eleven），
　　　　セレ1クト（select），バジ1リカ（basilica），ポジ1ション（position）
　　（原語アに一致しないもの）ウ’レ1タン（urethane），チゴリ1スト（cellist），ファ’シ1ズム（fascism），
　　　　ハレ1ル’ヤ（hallelujah），ミ’二1チュア（miniature）
などがある。
　表3に見るように，原語アクセントとの不一致を示すものの比率は，第2モーラにアクセント
が置かれた語において高い。これは，原語アクセントを無視しても第2モーラにアクセントを置
こうとする力が働いていることを示すものであろう。また，無標のアクセント位置でない第1モー
ラにアクセントが置かれた語の大半が原語アクセントとの一致を示すことから考えて，第1モー
ラのアクセントは原語アクセントを保存したものと見てよいであろう。
　なお，第3モーラにアクセントが置かれ得る少数の語は「ソ’ノブ1イ（sonobuoy）」「ミ’二1カ1一
（minicar）」などで，複合語としてのアクセントを与えられているものと見られる。
4．4．4モーラの外来語のアクセントのまとめ
　4モーラの外来語のアクセントの分布を3モーラ語の場合のように明確な形にまとめることは
できないが，以上の考察の結果を次のようにまとめておく。
　　　4モーラの外来語のアクセントの基本位置は第2モーラである。ただし，一部には第1モー
　　ラを基本位置と見ざるを得ないような場合もある。また，第！モーラまたは第2モーラが重
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モーラであれば，アクセントはそこに置かれることが多い。第1モーラも第2モーラも重モー
ラでない場合は，アクセントの基本位置を尊重しつつも，AEVの適用を回避する形で，ま
た，原語アクセントの位置を保存する形でアクセントが付与されることが多い。
5．おわりに
　外来語のアクセントに見られる規則性について，原藷の分節音やアクセントの関与の可能性に
着目して分析を行ってきた。長い外来語のアクセントの分析を始めとして残された課題は多いが，
ここでの考察から外来語アクセントの研究の方法論に関して次の2点を指摘しておくことができ
るのではないかと思う。
　第1に，外来語アクセントに対する原語分節音の少なからぬ関与が明らかになった今，原語を
「カタカナ語」化したレベルで一一すなわち，原語の発音に対して母音挿入を始めとする分節的な
処理を施して上本語化したレベルで一一外来語のアクセントを分析しそこに規則性を見出そうと
する方法では，多くの事実を闇のうちに取り残すことになると言わざるを得ない10。
　第2に，従来諸家によって唱えられてきた外来語アクセントの法則は一般に語末からのモーーラ
数または音節数を数える方式を採用しているが，語末からの距離がアクセントを決める重要な要
因であることは問違いないにしても，外来語アクセントの記述を全面的にそうした観点から行う
のが最適かどうかは検討の余地があるように思われる。この小論では，外来語アクセントは諸要
因の複合・競合によって決まるという前提に立って分析を行ってきた。
　最後に，ここで論じてきたテーマの域外になるが，外来語アクセントに対する原語の関与はア
クセントや分節音といった音韻的な側面にとどまらないことを確認しておきたい。まず，外来語
を複合語と見てアクセントを付与するかどうかが問題となり得ることは周知の事実であり，ここ
でも触れる機会があった。接辞ないし造語要素の中には，外来語に一定したアクセントパターン
をもたらすものがあるが一一例えば，原語が一graph，一gramで終わる外来語のほとんどは，原語
アクセントには関わりなく「～グ1ラフj「～グ1ラム」というアクセントになる一，こうした要
素はアクセントーヒ複合語扱いを強弓するものと解釈できるかも知れない。他方，屈折接辞や派生
接辞の中には外来語のアクセントに影響を与えない，いわゆる韻律外的（extrametrical）なものも
ある。例えば，名詞化接辞一mentについて見ると，「マ’ネ1一ジメント（management）」「コンパ1一
トメント（compartment）」などから「メント」を除いてもアクセントは不変である。このあたりの
事情は実際にはもっと複雑であるが，長い外来語のアクセントを考える際には語構成に関わるこ
うした諸要因が重要な意味を持ってくる。
付表　『大辞林gに記載された外来語アクセントの分布状況
　外来語アクセントの三体的な分布を一覧できるように，外来語の種別ごとの語数とその内訳を
本文での論述に沿った形でまとめておく。表中の「n（÷m）」という表記は，当該のアクセントだ
けを有する語がn語，他のアクセントも併記された語がm語あることを表す。スペースの関係上，
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外来語の種別は省略的に表現する。詳しくは本文を参照されたい。
　　（3モーラ語）
外来語の種別 一般化に従う　一般化に従わ
　　語の数　　　ない語の数
???
3．1．
3．2．
3．3．1．
3．3．2．
3．3．3．
eg　1モーラが本来母音
第2モーラ以下が長母音
第2モーラ以下が母音連続
（A）（子音十）半母音
（B）／s／十無声音
（C）その他の子音連続
1，135　（＋9）
　25
　14　（＋1）
　　2
　　8
　34　（＋6）
5　（＋9）
0
2　（＋1）
2
0
3　（＋6）
?）
493］
1，149
42
55
総数 1，246
（4モーラ語）
外来語の種別 一般化に従う　一般化に従わ
　　語の数　　ない語の数
??
4．王．
4．2．
4．3．1．
4．3．2．
4．3．3．
4．3．5．
eg　！モーラが重モーラ
第2モーラが：重モーラ
本来・挿入
挿入・本来
挿入・挿入
本来・本来
543　（＋6）
403　（＋75）
22　（＋6）
40　（＋75）
（詳細は本文を参照）
571
518
???
総数 1，650
補説　原語中の半母音と外来語の分節音・アクセント
　外来語の発音やアクセントを考えるとき，原語が半母音を含むものは格別の注意を要する。と
言うのは，原語に含まれる半口音が外来語の分節音レベルでどのように実現されるかが場合によっ
てさまざまに異なり（同一の原語が複数の外来語形を持つこともある），そして，その相違がアク
セントの位置を左右するからである。ここでは，原語中の半母音と外来語の分節音・アクセント
との関係についてまとめておく。
　原語中の半母音が外来語化に際して受ける処遇は，筆者の分析によれば，次の3種5類に分類
することができる。ここで，X－Yという表記は，原語のXという分節音（の連続）が外来語でY
という分節音（の連続）になることを表す。C，　Vはそれぞれ子音，母音を示す。また，「ウイ」
という表記は／ui／という2モーラ，「ウィ」という表記は／wi／という1モーラを衰し，他の表記に
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ついてもこれに準ずるものとする。
　　（A）モーラ化型　／w／一／u／，／1／一／i／
　　　　ウイット（Wit），ウXア（Wear），ウエー（Way），ウオーター（Water），イエス（yeS）
　　（B）非モーラ化型①
　　　　（B1）　／（C）wV／　一一・・　／（Cu）wV／，　／（C）jV／　一・　／（Ci）jV／
　　　　　ワイド（wide），スクワット（squat），ダーウィン（Darwin），スウェーデン（Sweden），
　　　　　ウォンバット（wombat），ヤング（young），ビリヤード（billiards），ユーモア（humor），
　　　　　ヨット　（yacht）
　　　　（B2）　／（C）wV／　一　／（Cu）V／，　／（C）jV／　一一　／（Ci）V／
　　　　　クイズ（quiz），スイート（suite，　sweet），ウL一一一一ル（wool），クェスチョン（question），
　　　　　スエーデン（Sweden），クオーツ（quartz），クオリティー（quality），エール（ye11），
　　　　　オニオン（onion），ミリオン（million）
　　（C）非モーラ化型②
　　　　（Cl）　／CwV／　一　／CwV／，　／CjV／　一　／CjV／
　　　　　エクィティー（equity），クォ・一一一・一ク（quark），クォーテーションマーク（quotati◎n　mark），
　　　　　サンキュー（thank　you），ニュース（news＞，デュエット（duet）
　　　　（C2）　／CwV／　一　／CV／
　　　　　スカッシュ（squash），キルト（quilt），リキッド（liquid），シーケンス（sequence），
　　　　　スコール（squall），コーテーションマーク（quotation　mark）
　（A）のモーラ化型は，半母音／w／，／」／が母音化し，独立のモーラ「ウ」fイ」を構成するもので
ある。
　非モーラ化型①のうち（B1）は，半母音がそれ自体で音節の頭子音として機能するものである。
（B2）は，そこから半母音が脱落したと解釈できるものである。「ホワイト（white）」「ホイール（wheel）」
のような語においては挿入母音が／u／でなく／o／となるが，それぞれ（B1），（B2）と同類である。
　非モーラ化型②の（C1）では，半母音が他の子音に付随して合拗音ないし拗音を形成する。（C2）
は，そこから半母音が脱落したものと解釈できるものである。「イコール（equa1）」「コロキュァル
（colloquia1）∬セーター（sweater）」「ツイーター（tweeter）」などの語はそれぞれが個別的な発音
の変化を被っているが，いずれも（C2）に属するものと言える。
　非モーラ化型2種4類の違いを原語の／kwo／という音連続を例に確認すれば，これを（B1）ない
し（B2）として外来語化すればそれぞれ「クウオ（／kuwo／）」「クオ（／kuo／）」という2モーラになる
のに対し，（C1）ないし（C2）として外来語化すれば「クォ（／kwo／）」「コ（／ko／）」という1モーラ
になる。
　外来語のアクセントを考えるうえで重要な三昧を持つのは，挿入母音を伴うケース，すなわち，
（A）の場合と，（B）のうち原語の問題の音節が／CwV／で始まる場合とである。これらの場合，挿入
母音を含むモーラには原則としてアクセントが置かれない。つまり，原語の／wi／が「ウ1イ」になっ
たり／kwa／や／swi／が「ク1ワ∬ス］イ」になったりしないということである。（A）の場合の挿入母
84
音は原語の半母音が母音化したもの，（B）の場合の挿入母音は子音連続を解消するために加えられ
たものという違いがあるが，アクセントの観点からは絹漉のものと見なしてよい。資料の範囲内
で例外となるのは，筆者の見落としがなければ，「ク1イ’ズ（quiz）」　「ス1ワ’ン（swan）j「ス1イ’1ッ
チ（switch）」「スク1イズ（squeeze）」の4語だけである。
　なお，3種5類のあいだの区別は絶対的なものではない。上掲の語形はすべて『大辞林』が見
出し語としているものであるが，Swedenやquotation　markのように2通りの外来語形が記載さ
れている場合もある。前者は（Bl）と（B2）の両形，後者は（C1）と（C2）の両形が示されており，それ
ぞれが半母音の脱落の有無による対比となっている。人名Wiisonについては非モーラ化型（Bl）の
「ウィルソン」という形が記載されているが，「ウィルソン」というモーラ化型（A）の発音もあり得
よう。また，筆者の個人的感覚では，waterは「ウオーター」（モーラ化型（A））でも「ウ711・一一ター」
（非モーラ化型（B1））でもなく，「ウウt一ター一」である。この場合，原語の／w／がモーラ化すると同
時に第2モーラの子音としても機能している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　例外的に外来語アクセントの原語アクセントへの依存を肯定している研究としては，川本（1964）
や遠藤（1969）がある。
2　ここで従来の諸法則と言うのは，“外来語では語末から数えて3モーラ目（を含む音節の第！モー
　ラ）にアクセントが置かれる”とする伝統的な説と，“語末から2音節目が重音物ならその音節（の
第1モーラ），それが軽音飾ならその前の音飾（の第1モーラ）にアクセントが置かれる”とする
最近の説を指している。後者については，窪薗（1996）・金井（1997）を参照されたい。
3　外来語の平板型アクセントを観察して気付くのは，少なくとも表颪的には，外来語のモーラ数
によってその分布の様相がかなり異なっているということである。『大辞林』に記載された外来語
の限りでは，平板型アクセントの比率は4モーラ語，5モーラ語，3モーーラ語の順に高いが，ま
ず4モーラ語については，秋永（1965）が摺摘するように最後のモーラの母音の開口度との相関が認
　められる。『大辞林asのデータでは，最終モーラが／a／を含む語が平板型アクセントの比率が最も
高く，以下，最終モーラが／o／を含む語，／e／を含む語と続く。5モーーラ語では，平板型アクセン
　トを持つ外来語の大半が「タイミング（timing）」「ネーミング（naming）」のように原語が一ingで終
わる語か，「ヒスタミン（histamine）」「ホルマリン（formalin）」のように原語が一in（e）で終わる化学
用語である。3モーラ語についてはそうした分布上の傾向を見出しがたい。
4　短縮語にまで範囲を広げると尾高型アクセントの語が出てくる。fスト（st［rike｝）」「ピケ（picke［t］）」
　fマス（mas［turbation｝）」の3語はe大辞林gにおいて第1モーラにアクセントを置く発音と第2
モーーラにアクセントを置く発膏とが併記されている。
5　以下において掲げる語数は，「大辞林δに見出し語として立てられた項匿の数である。例えば，
　fゼリーGelly）」とfジェリーGe11y）」，「ステッキ（stick）」と「スティック（stick）」のように原語は
　1つでも2つの項囲がある場合，それぞれを2語と数えている。「グラブ（g1ove）」と「グローブ（glove）」
のように2つの項囲のモーラ数が異なる場合もある。なお，一般性の低い語の中には『大辞林』
のアクセント記述の妥当性を筆者には確認できないものもあるが，『大辞林』に記載されたアクセ
　ントに基づいて考察を進める。明らかに誤植と思われるようなアクセントの記載はこの小論で扱
　う外来語の範囲にはない。
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6　if大辞林aの記述およびアクセント研究における一般的慣習に従って，促音節はその第1モーラ
　にアクセントがあるとする理論上好都合な解釈を採るが，促音飾を含む語のアクセントの位置は
筆者の内省では判断できない。
7　窪薗（1996）は，「ツイ1ン（twin）」を含む例を挙げて，第2・第3モーラが擬音節である外来語を
　ここに挙げた種類の語と同様に扱っている。軽音節自重音節という二分法との関係で雷えばその
　ようにしたほうが記述がきれいになるが，3モーーラ語のアクセントの事実に照らせば必ずしも最
適な分析ではないように思われる。第1モーラが挿入母音を含み第3モーラが機音である3モー
　ラ語では「ク1デン（clan）」「ク1ロ’ン（clone）1「プ1デン（pian）」1こ見るように第1モーラにアクセ
　ントが置かれるのが原則で，「ツイン」は原語が半母音を含む外来語として別箇に扱ったほうがよ
いのではないかと思われる。詳しくは3．3．1．および補説を参照されたい。
8　国立国語研究所（1990）に「wスパナ，スピン，シカゴ』は初めの拍の母音が無声化するのに伴
い，アクセント核が後ろに動いたものとも考えられる」とある（110糞）。
9　4モーラ語（の第1モーラ）に対するAEVの適用は3モ一一ラ語におけるAEVの適用と異な
　り散発的であることに煎えて，次の2点の相違が観察される。第1に，AEVの適用を受ける4
モーラ語には，「クリップ」「スリッパ」のように第3モーラが促音であるものが含まれる。もつ
　とも，第3モーラが促音である3モーラの外来語は存在しないので，同様の適用例が3モーラ語
にないのは当然のことである。第2に，3モーラ語の場合と異なり，第3モーラが機音である4
モーラ語にAEVが適用することはない。つまり，「プ1ランjや「ス1ワン」にはAEVが適用す
　るのに対して，例えば「プラント（plant）」にAEVが適用して「＊プ1ラント」になるような例は
ない。これは促音節と擬音節ではアクセントを引き付けるカに差があることを示すものかも知れ
ない。この推定の当否はともかく，事実としてA£V適用の可否とモーラ数は次のような関係に
　ある（○は「適用」，×はF不適用」，△は「一部の語に限り適用Jを表す）。
第3モーラの種類 3モーラ語　　4モーラ語
長母音の後半
母音連続の後半
機音
子音＋母音
?
A＊1
0＊2
0＊3
??????
促音 該当為なし A＊5
????????基本的に不適用だが「グレア」「トロイ」「スパイ」で適用（3．2．）
「プラン」「クラン」「クロン」「スワン」（3．3．3．）
「プラス」「グラフ」「フリル」「スリム」など（3．3．3．）
散発的に［スリラー」「ドラゴン」「トロフィー」など（4．3．2．）
散発的に「クリップ」「スリッパ」「スリップ」など（4．2．）
10先行研究の多くは，その冒を明雷していなくても，事実上そのような方法で外来語アクセント
　を扱っている。中でも，金井（1997）では，カタカナ語化したものにアクセントを付与する規則を考
　案ずるという立場が積極的に表明されている。
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　　　　The　accent　of　Japanese　｝oanwords　is　generally　assurned　to　be　independent　of　the
accent　that　is　assigned　to　them　in　the　original　language．　A　detailed　analysis　of　a　large
number　of　loanwords，　however，　reveals　that　loanword　accentuation　is　conditioned　not
only　by　the　accent，　but　also　by　the　segmental　structure　of　the　original　words．　This　paper
discusses　the　ways　in　which　the　loanword　accent　is　determined　by　the　pronunciation　of　the
original　words．　Specifically，　it　will　be　demons£rated　that　Japanese　loanword　accentua－
tion　depends　upon　the　following　factors：　（a）　whether　and　where　the　original　word　contaiRs
a　consonant　cluster　or　semivowel，　whiclt　often　triggers　a　vowel　epenthesis　in　the　loanword，
（b）　what　kinds　of　consonants　are　involved，　（c）　whether　and　where　the　origiRal　word
contains　a　sequence　of　segments　realized　as　a　heavy　syllable　in　the　loanword，　and　（d）　where
the　original　word　is　accented．
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